
橋
（
市
道
１
０
６
６
８
号
）
は

橋
長
３
・
８
ｍ
、
幅
員
５
・
６

ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
。
小
草

橋（
市
道
４
０
１
１
３
号
）は
、

68
年
に
架
設
。
橋
長
29
ｍ
、
幅

員
２・６
ｍ（
２
径
間
）の
鋼
橋
。

　
な
お
本
年
度
の
当
初
予
算
で

は
、
橋
り
ょ
う
維
持
補
修
の
工

事
費
と
し
て
５
２
５
０
万
円
を

充
当
し
た
。

　
県
鳶・土
木
工
業
会（
鈴
木
洋
治
会
長
＝
写
真
）は
８
日
、

２
０
２
２
年
度
通
常
総
会
を
水
戸
市
の
フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
で
挙
行
し
た
。
21
年
度
の
事
業
報
告
や
22

年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
を
審
議
。
全
議
案
が

拍
手
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
鈴
木
会
長
の
続
投
が
決
定
。
寺
本
光
男
氏
が
新

た
な
常
務
理
事
に
就
任
し
た
。

　
冒
頭
、
参
加
者
全
員
で
物
故

者
に
対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
坂
東
市
（
木
村
敏
文
市
長
＝

写
真
右
）
は
４
月
27
日
、
坂
東

市
役
所
３
階
大
会
議
室
で
、
坂

東
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
分
譲
契

約
締
結
式
を
行
っ
た
。
契
約
相

後
も
そ
の
知
識
と
経
験
を
活

か
し
、
郷
土
茨
城
の
さ
ら
な

る
発
展
を
ご
貢
献
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
期
待
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
鈴
木
会

長
は
「
建
設
業
界
で
は
週
休
二

日
制
の
導
入
な
ど
、
働
き
方
改

革
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
。
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
、
事
業
の

推
進
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
決
意
を
表
明
。
ま

た
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

手
で
あ
る
㈱
エ
フ
ピ
コ
（
広
島

県
福
山
市
・
佐
藤
守
正
代
表
取

締
役
＝
写
真
上
左
）
は
工
場
お

よ
び
配
送
セ
ン
タ
ー
、
コ
ス

マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
東
京

　
２
０
２
２
年
春
の
叙
勲
伝
達

式
が
10
日
、
県
庁
９
階
講
堂
で

執
り
行
わ
れ
、
大
井
川
和
彦
県

知
事
（
写
真
上
）
が
受
章
者
に

勲
章
・
勲
記
を
伝
達
し
た
。
春

の
叙
勲
で
は
、
地
方
自
治
功
労

で
元
副
知
事
の
山
口
や
ち
ゑ
氏

（
写
真
中
）
が
瑞
宝
中
綬
章
を
、

渡
邊
一
夫
元
県
公
営
企
業
管
理

者
企
業
局
長
（
写
真
下
）
が
瑞

宝
小
綬
章
を
受
章
し
た
。

　
大
井
川
知
事
は
伝
達
後
、「
健

康
に
留
意
し
、
長
年
培
わ
れ
た

高
い
ご
見
識
と
豊
か
な
経
験
を

こ
れ
か
ら
も
存
分
に
発
揮
し
て

定
。
今
後
、
２
年
以
内
に
着
工

し
、
３
年
以
内
の
操
業
を
目
途

と
し
て
、
工
場
の
一
部
完
成
を

目
指
す
。
そ
の
後
、
10
年
以
内

に
は
工
場
全
体
が
完
成
す
る
よ

う
、作
業
を
進
め
た
い
考
え
だ
。

側
（
メ
イ
ン
出
入
口
）
は
同
１

７
４
４
号
線
に
接
道
し
て
い

る
。

　
新
設
す
る
工
場
の
構
造
・
規

模
は
、
Ｓ
造
２
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
１
万
２
６
１
２
・
６
１

㎡
（
建
築
面
積
１
万
９
４
０
・

３
７
㎡
）。
最
高
高
さ
が
15
・

７
４
ｍ
。
医
薬
品
棟
や
危
険
倉

庫
棟
（
×
２
）、
部
材
倉
庫
棟
、

商
品
倉
庫
棟
な
ど
を
設
け
る
計

画
。
設
計
は
㈱
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー

　
県
宅
地
整
備
販
売
課
は
４
月

27
日
、
島
名
・
福
田
坪
地
区
の

用
地
１
万
８
９
０
５
・
０
４
㎡

の
分
譲
に
係
る
一
般
競
争
入
札

を
執
行
。
茨
城
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
㈱
（
水
戸
市
）
を
代
表
と
す

る
島
名
・
福
田
坪
地
区
住
宅
事

業
者
向
け
土
地
分
譲
事
業
共
同

企
業
連
合
体
が
６
億
９
１
１
１

１
万
１
１
１
１
円
で
落
札
し

た
。
事
業
計
画
は
戸
建
住
宅
の

分
譲
71
戸
と
し
て
い
る
。

　
土
地
の
所
在
は
Ｅ
27
街
区
②

　
新
役
員
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）。

　
【
会
長
】

　
■
鈴
木
洋
治
（
水
戸
）

　
【
副
会
長
】

　
■
山
関
忠
（
つ
く
ば
）

　
■
反
町
雅
幸
（
日
立
）

　
■
川
島
一
男
（
土
浦
）

　
■
野
本
市
郎
（
古
河
）

　
■
松
本
一
幸
（
水
戸
）

　
【
専
務
理
事
】

　
■
石
黒
文
明
（
日
立
）

　
【
常
務
理
事
】

　
■
小
野
瀬
克
好
（
水
戸
）

　
■
《
新
》
寺
本
光
男
（
土
浦
）

　
【
理
事
】

　
■
小
沼
勝
吉
（
水
戸
）

造
工
場
を
整
備
す
る
。
工
業
団

地
内
の
南
東
に
位
置
す
る
５
号

画
地
（
敷
地
面
積
１
万
６
５
０

７
・
６
９
㎡
）
を
取
得
。

　
工
場
の
規
模
は
、
Ｓ
造
４
階

建
て
、
５
０
０
０
坪
ほ
ど
を
想

　
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
で
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
持

つ
サ
ラ
ヤ
㈱（
大
阪
府
大
阪
市
）

は
、
北
茨
城
市
に
あ
る
同
社
関

東
工
場
内
に
手
指
消
毒
剤
の
製

造
工
場
を
新
築
し
て
い
る
。
㈱

ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設
大
阪
支
社

が
施
工
を
担
当
。
工
期
は
２
０

道
２
０
９
７
８
号
線
）
は
橋
長

５
・
３
ｍ
、
幅
員
３
・
３
ｍ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
。
富
河
原
橋

（
市
道
１
１
１
２
３
号
）
は
１

Ｈ
）
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
適

合
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て

い
る
。

　
島
名
・
福
田
坪
地
区
住
宅
事

業
者
向
け
土
地
分
譲
事
業
共
同

企
業
連
合
体
の
構
成
員
は
、
茨

行
う
も
の
。
補
助
見
込
み
額
は

５
億
円
。

１
１
㎡
）。
国
道
６
号
に
接
道

し
、
近
く
に
パ
チ
ン
コ
ダ
イ

エ
ー
那
珂
店
が
立
地
す
る
。

　
構
造
・
規
模
は
Ｓ
造
２
階
建

て
、
建
築
面
積
９
７
３
・
２
６

　
五
霞
町
は
、
民
間
資
金
等
を

活
用
し
た
町
営
住
宅
の
導
入
に

つ
い
て
、
可
能
性
調
査
業
務
を

㈱
福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
茨
城

営
業
所
（
水
戸
市
）
に
委
託
し

た
。
２
０
２
２
年
12
月
28
日
ま

ム
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
Ｄ
Ｘ
の

導
入
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
会
員
全
員
が
手
を

取
り
合
い
、
一
つ
に
な
っ
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
続
い
て
長
年
の
功
労
を
た
た

え
て
船
戸
川
一
也
氏
、
水
内
三

雄
氏
、
櫻
井
行
男
氏
、
君
山
浩

一
氏
、
市
村
雅
道
氏
を
表
彰
し

た
。

　
そ
の
後
は
議
長
に
反
町
雅
幸

副
会
長
、
副
議
長
に
野
本
市
郎

副
会
長
を
選
出
し
て
事
業
計
画

案
な
ど
の
議
案
を
審
議
。
全
て

の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

に
お
い
て
も
よ
り
安
定
し
た
供

給
体
制
を
構
築
す
る
。

　
韓
国
の
化
粧
品
研
究
開
発
生

産
会
社
で
あ
る
コ
ス
マ
ッ
ク
ス

の
日
本
子
会
社
・
コ
ス
マ
ッ
ク

ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
は
、
化
粧
品
製

都
渋
谷
区
・
李
丙
晩
代
表
取
締

役
＝
写
真
下
左
）
は
工
場
を
建

設
す
る
。
３
年
以
内
の
操
業
開

始
を
目
指
す
。
同
団
地
の
分
譲

は
今
回
で
完
売
と
な
っ
た
。

　
食
品
ト
レ
ー
等
を
製
造
・
販

売
す
る
㈱
エ
フ
ピ
コ
は
、
工
業

団
地
内
北
側
に
位
置
す
る
12
・

13
号
画
地
（
敷
地
面
積
５
万
１

８
１
９
・
６
１
㎡
）
を
取
得
。

　
自
動
ソ
ー
タ
ー
出
荷
シ
ス
テ

ム
を
は
じ
め
最
新
鋭
の
設
備
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
既

存
拠
点
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

と
し
、
繁
忙
期
や
災
害
発
生
時

い
た
だ
き
、
と
も
に
新
し
い
茨

城
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
伊
沢
勝
徳
県
議
会
長
は
「
今

　
常
陸
大
宮
市
は
、
水
路
を
跨

ぐ
２
０
９
７
８

－

１
号
橋
（
小

倉
地
内
）、
富
河
原
橋
（
小
場

地
内
）、
１
０
６
６
８

－

１
号

橋
（
下
村
田
地
内
）
と
緒
川
に

架
か
る
小
草
橋（
上
檜
沢
地
内
）

の
補
修
工
事
を
実
施
す
る
。
い

ず
れ
も
指
名
競
争
入
札
で
、
第

２
四
半
期
中
に
発
注
す
る
見
通

し
。
渇
水
期
に
工
事
を
行
う
考

え
だ
。

　
工
事
概
要
は
２
０
９
７
８

－

１
号
橋
が
断
面
修
復
、
地
覆
補

修
、
富
河
原
橋
が
断
面
修
復
、

伸
縮
装
置
補
修
、
１
０
６
６
８

－

１
号
橋
が
ひ
び
割
れ
補
修
、

断
面
修
復
。
小
草
橋
で
は
塗
装

の
塗
り
替
え
、
断
面
修
復
、
伸

縮
装
置
の
取
り
替
え
な
ど
に
着

手
す
る
。

　
設
計
に
関
し
て
は
、
昨
年
度

㈱
か
つ
ら
設
計
（
常
陸
大
宮
営

業
所
）に
委
託
し
て
ま
と
め
た
。

　
２
０
９
７
８

－

１
号
橋
（
市

建
設
大
阪
支
社
一
級
建
築
士
事

務
所
が
ま
と
め
た
。

　
国
内
４
番
目
の
製
造
拠
点
と

な
る
同
社
関
東
工
場
は
、
20
年

３
月
に
竣
工
。
３
階
建
て
の
生

産
棟
、
２
階
建
て
の
管
理
・
研

究
棟
、
付
属
建
屋
４
棟
を
配
置

し
て
お
り
、
延
べ
床
面
積
が
約

１
万
４
０
０
０
㎡
。
食
品
や
食

品
添
加
物
、
化
粧
品
、
医
薬
部

外
品
、
一
般
雑
貨
品
洗
浄
剤
な

ど
を
生
産
し
て
い
る
。

　
な
お
新
設
す
る
に
当
た
り
、

昨
年
７
月
に
県
が
「
国
内
投
資

促
進
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」と
し
て
認
定
。
同
事
業
は
、

国
内
で
生
産
拠
点
整
備
を
検
討

す
る
企
業
に
対
し
、
国
の
補
助

金
に
県
独
自
の
上
乗
せ
補
助
を

　
放
射
線
関
連
の
各
種
測
定
器

の
研
究
開
発
、
設
計
、
製
造
お

よ
び
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
日

本
放
射
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

㈱
（
日
立
市
桜
川
町
１

－

５

－

20
）
は
、
那
珂
市
内
に
あ
る
東

海
工
場
を
改
築
す
る
。
施
工
は

鈴
縫
工
業
㈱
（
日
立
市
）
が
担

当
。
工
期
は
10
月
15
日
ま
で
。

　
建
設
地
は
那
珂
市
向
山
字
保

登
内
１
２
７
３

－

５
、
１
２
７

３

－

６
、
１
２
７
３

－

14
、
１

２
７
３

－

15
、
１
２
７
３

－

16

ほ
か
（
敷
地
面
積
４
６
４
３
・

画
地
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

万
博
記
念
公
園
駅
の
南
東
部
に

位
置
。

　
用
途
地
域
は
第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域
（
建
ぺ
い
率
40
％

／
容
積
率
80
％
）
お
よ
び
第
一

種
住
居
地
域
（
建
ぺ
い
率
60
％

／
容
積
率
２
０
０
％
）。

　
土
地
利
用
に
際
し
、
土
地
の

引
渡
し
の
日
か
ら
５
年
以
内
に

住
宅
の
建
設
お
よ
び
分
譲
事
業

を
行
う
こ
と
、
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
Ｚ
Ｅ

　
■
佐
藤
健
久

（
水
戸
）

　

■
野
中
浩

（
古
河
）

　
■
宮
内
昭
博

（
古
河
）

　
■
大
木
孝
之

（
下
館
）

　
■
吉
崎
健
次

（
下
館
）

　
■
《
新
》
小

貫
勝
重（
結
城
）

　
■
《
新
》
榎

本
弘
（
結
城
）

　
■
小
菅
庄
一

（
竜
ヶ
崎
）

　
■
《
新
》
伊

藤
誠
悦
（
竜
ヶ

崎
）

　
■
櫻
井
行
男
（
土
浦
）

　
■
鈴
木
洋
一
（
土
浦
）

　
■
谷
中
孝
之
（
岩
瀬
）

　
■《
新
》海
老
澤
一
欽（
岩
瀬
）

　
■
杉
山
吉
則
（
つ
く
ば
）

　
■
鈴
木
和
己
（
つ
く
ば
）

　
■
岩
崎
和
男
（
江
戸
崎
）

２
３
年
１
月
20
日
ま
で
。
約
50

人
の
雇
用
を
見
込
ん
で
お
り
、

同
年
３
月
に
操
業
を
開
始
す
る

見
通
し
だ
。
概
算
事
業
費
は
約

52
億
円
。

　
建
設
地
は
北
茨
城
市
日
棚
字

宝
壺
６
４
４

－

55
、
６
４
５

－

56
、
６
４
５

－

57
、
６
４
５

－

58
（
敷
地
面
積
５
万
７
１
１
８

㎡
）。
中
郷
工
業
団
地
内
に
位

置
し
、
東
側
（
搬
入
出
入
口
）

は
市
道
１
７
７
１
号
線
、
西
と

南
側
は
同
１
７
７
２
号
線
、
北

９
５
８
年
に
架
設
。
橋
長
21
・

２
ｍ
、
幅
員
５
・
５
ｍ
（
２
径

間
）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
。

　
ま
た
、
１
０
６
６
８

－

１
号

城
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
と
㈱
ノ
ー

ブ
ル
ホ
ー
ム
（
水
戸
市
）。

　
当
日
の
入
札
に
は
４
者
が
参

加
。
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価

格
）
は
３
億
９
８
８
９
万
６
０

０
０
円
だ
っ
た
。

　
那
珂
市
は
、
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
の
空

調
設
備
改
修
工
事
（
第
５
期
）

を
実
施
す
る
。
本
年
度
は
健
康

室
や
会
議
室
、
厚
生
室
な
ど
が

対
象
。
10
月
～
12
月
に
指
名
競

争
入
札
で
発
注
す
る
見
通
し
。

当
初
予
算
で
は
工
事
費
４
３
５

９
万
３
０
０
０
円
を
確
保
し

た
。

　
施
設
で
は
経
年
劣
化
に
よ
り

設
備
の
不
具
合
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
主
に
空
調
機
の
更
新
を

行
う
こ
と
で
、
環
境
改
善
を

図
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
健
康

室
や
会
議
室
、
厚
生
室
、
２
階

ロ
ビ
ー
、医
務
室
、相
談
室
１・

２
が
対
象
。
第
５
期
の
工
事
を

も
っ
て
事
業
は
完
了
と
な
る
。

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
菅
谷
３
１
９
８
）
は
、
２
０

０
０
年
に
建
築
。
Ｒ
Ｃ
造
２
階

建
て
、延
べ
床
面
積
３
０
５
７・

２
㎡
。

㎡
、
延
べ
床
面
積
１
４
０
４
・

２
４
㎡
。
最
高
高
さ
が
９
・
８

５
５
ｍ
。

　
敷
地
に
は
工
場
兼
事
務
所
や

倉
庫
の
ほ
か
、
受
変
電
設
備
、

防
火
水
槽
（
40
ｔ
）、
従
業
員

用
駐
車
場
（
約
30
台
）
な
ど
も

整
備
す
る
。
設
計
は
㈱
佐
竹
建

築
事
務
所
（
笠
間
市
）
が
ま
と

め
た
。

　
昨
年
度
の
第
４
期
工
事
に
つ

い
て
は
、
㈱
井
上
工
業
（
那
珂

市
）
が
受
注
。
ロ
ビ
ー
や
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
な
ど
を

対
象
と
し
た
。

で
に
ま
と
め
、
以
降
は
結
果
に

基
づ
い
て
事
業
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
子
育
て
世
帯
な
ど
へ
向
け
た

賃
貸
住
宅
を
想
定
し
て
お
り
、

集
合
住
宅
か
戸
建
て
か
等
は
今

後
検
討
す
る
予
定
。

　
整
備
地
と
し
て
、
町
内
の
未

利
用
地
４
箇
所
を
候
補
と
し
て

い
る
。

［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

部
長

次
長
（
事
）

次
長
（
技
）

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
監

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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北関東営業所

大型特殊品／技術とアイデアで、ニーズを形に大型特殊品／技術とアイデアで、ニーズを形に

県
内
の
建
設
工
事
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
■
樋
口
龍
章
（
鹿
行
）

　
■
関
口
彰
（
鹿
行
）

　
【
監
事
】

　
■
稲
葉
英
夫
（
結
城
）

　
■
原
雄
一
（
水
戸
）

　
■
《
新
》
山
﨑
昌
一
郎
（
江

戸
崎
）

県鳶・土木工業会

通
常
総
会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
Ｄ
Ｘ
導
入

正
副
会
長
と
も
続
投
へ

坂
東
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

企
業
２
社
と
分
譲
契
約

坂 東 市

県行政の発展に多大な功績
山口やちゑ氏と渡邊一夫氏

令和4年春の叙勲 栄えある伝達式
元茨城県副知事 元茨城県企業局長

サラヤ㈱

ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
が
施
工

概
算
52
億
で
製
造
工
場

全
工
事
と
も
２
四
半
期
発
注

小
草
橋
等
４
橋
を
補
修

常陸大宮市

日
本
放
射
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

施
工
担
当
は
鈴
縫
工
業

東
海
工
場
を
改
築
へ

「
ひ
だ
ま
り
」空
調
設
備
改
修

10
～
12
月
に
指
名
競
争

那 珂 市

島
　
名

福
田
坪 
セ
キ
ス
イ
と
ノ
ー
ブ
ル

戸
建
住
宅
71
戸
分
譲

茨 城 県

町
営
住
宅
建
設
に

民
間
資
本
な
　
　
ど

活
用

五
霞
町
が
可
能
性
調
査
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